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“Antarctic Service Medal of the United 

































































































































































































































































































































































た。   （石沢賢二：極地設営室長）
ソウル国際シンポジウム






























































































































































































































































































































































































安藤 浩二   第47次南極地域観測隊員
 （日立プラント建設（株））
















































































































































































































































（Ikedaお よ びMonkawa et 
al.）などが挙げられる。また、
あすか隕石から見つかった90
個の非平衡コンドライトの分
類の研究（Ninagawa et al.）
は、非平衡度の高い普通コン
ドライトの熱ルミネッセンス
発光強度に基づいた細分類に
関する論文である。
VLBI（超長基線干渉計）などで検出され
ている地殻の隆起現象と調和的である。
（土井浩一郎：国立極地研究所・
地圏研究グループ・助教授）
（約9.8ms‐2）の10‐9のオーダーに相当
する。この精度を達成するためには、あ
る時刻でのセンサーマスの位置をいかに
正確に求めるかにかかっており、高精度
の原子時計や安定化レーザーを用いた干
渉計、高真空といった現代の最先端技術
が駆使されている。
　絶対重力測定により、地殻変動の検出
や、絶対重力基準網の構築などが行われ
る。南極・昭和基地では1991年から計5
回の絶対重力測定が実施されており、
1995年からはFG5を使用した絶対重力測
定が3回実施されている。2004年1月の
時点で、昭和基地の重力計室内にある絶
対重力点の重力値は982524323.7μgal
となっており、1995年と比べて約
3.2μgal減少している。これはGPSや
